
地中熱の普及拡大 中長期ロードマップ

再エネ：
6700万kL
（13～14%）
うち熱利用
1341万kL

温暖化ガス
26%削減

新築平均ZEH
新築平均ZEB

エネルギー 環境 住宅・建物

新築標準ZEH
新築公共ZEB

パリ協定

地球温暖化
対策計画

エネルギー
基本計画4次

エネルギー
基本計画3次

省エネ基準
適合義務化

2030

2030

2020

2020

現在

現在2010 東日本
大震災

2030年代 地中熱あるべき姿

一次エネルギー： 134万kL
（再エネ熱利用の 10 ％に相当）
CO2削減量： 100万ｔ
累計設置件数： 16万件
総設備容量： 1000万kW

年間設置件数： 50000 件/年
市場規模： 1兆円
一級施工管理技術者１万名
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30000 件
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基礎講座

施工講座・
施工管理講座

設計講座地中熱
利用促進
協会
（2004年～）

国の政策

東京五輪施設
地中熱導入

スカイツリー
地中熱導入

省エネ基準
地中熱WEB
プログラム
（非住宅）

省エネ基準
地中熱WEB
プログラム
（住宅）予定

環境省
地中熱利用
ガイドライン

国土交通省
地中熱導入
ガイドライン

経済産業省
再エネ熱
補助金

環境省
地熱地中熱
補助金

技術開発で
コスト20%削減

地中熱施工管理
技術者資格制度
発足（2014）

地中熱議連
設立（2011）

空調設備講座

・地域交流会 群馬 岐阜 山梨 新潟 長野 愛知 福島
地域団体と連携

（参考） 地中熱のポテンシャル
600万kL ～1600万kL （原油換算）
（日経ビジネス 2013）
（参考） 地中熱の導入ポテンシャル
1321PJ ～ 5050PJ
（環境省 2015）

（地中熱利用促進協会 2017.6 ）

年

年

設置件数（累計）

NEDO
再エネ熱
技術開発

２０３０年の政府の見通し及び目標

地中熱関連政策

設備容量
（累計）

地中熱ヒートポンプ
普及拡大

1000万kW

（参考） 国別の設備容量
米国 1680万 kW
中国 1178万 kW

100万kW

10万kW

20万kW

30万kW

2020年目標
年間設置件数： 1000件/年
年間設備容量： 60,000kW
市場規模： 300億円
一級施工管理技術者： 300名

300

2015

2015

2010

・地中熱講座

・展示会・シンポジウム
・出版（ガイドブック・企業名鑑）
・技術基準（マニュアル、ガイドライン）
・ＴＲＴ装置認定

協会活動

政策（国・自治体）
２０２０年目標

施工管理マニュアル
（クローズドループ）

オープンループ
導入ガイドライン

再エネ熱の
導入義務化

ZEB・ZEHへの
導入促進

地中熱の
インフラ化

集合住宅
への導入

国家資格化

100
100

100

200

200

300

238

400
163
477

68

受講者数（人） 現在の協会の主な活動

人

30

40

(公共300件)

(公共700件)

(公共20,000件)

住まいと
住まい方

省エネ基準
Ｈ２５改正

2020年代の導入促進策

自治体
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